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ナタネが抽苔 開花するためには,発芽後栄養生長を続
けている間に,低温条件下である期間を経過することが必

要である。冬期間温室を利用してナタネの交配を行うため

に,温室に搬入する前に自然低温に合わせ,その期間の長

短と抽苔・開花促進との関係,並びに抽苔後の開花調節に

ついて検討したので,そ の概要を報告する。

2試 験 方 法

1 試験 1(1979年 )
9月 19日 に標準耕種法により圃場に播種した。試験区は

次のとおりである。

1)低温A区 : 23品種,系統を供試し,10月 22日 に約

1/2.5∞ aの合成樹脂製の鉢に移植して戸外に置き,H月 15

日温室(温度条件は,夜間10℃,昼間20℃,ただし日中25

℃以上になると天窓を開くようにセットした)に搬入した。

12月 5日 から陽光ランプ (東芝D400,400W)で 毎日55

時間 (16時～21時 30分 )の長日照明を行った。なお陽光

ランプの照度は,直下 12で 730`x,直 下65m(鉢の土壌
面 )で 1,800み であった。

2)低温 B区 : 12品種を供試し, 12月 5日 に移植して
温室に搬入したほかは,1)低温 A区に準じた。
3)標準区 : 1)低温 A区に準ずるが,長 日照明を行
わない。

2 試験 2(1980年 )
12品種,系統を供試し,10月 3日 に1/50003のポットに

播種してビニールハウスに入れた。10月 8日温室(無加温)

に移し,10月 18日より戸外に出して自然低温に合わせ,12

月 17日温室に搬入した。その後抽苔が早い品種から順次

12月 30日 ～1月 3日 , 1月 10日 にそれぞれ温室の準備室

(平均最低気温 27℃ ,平均最高気温72℃ ,自然日長 )に

搬入して生育の抑制をはか り,1月 17日再び温室に搬入し,

全品種の開花期をできるなナ同一持期に揃えるようにした。

3 試 験 結 果

1 戸外における低温の出現日数
百足1)はナタネの子葉展開期から4℃ または8℃の低温

で緑体春化処理を行い,4℃で効果が高いが,8℃でも十
分に処理効果があることを報告している。試験 1で 8℃ ま

たは4℃以下に低下した温度の出現時間を累計した結果 ,

8℃以下の累計時間は,低温 B区では533時間(22日 )に対

し,低温ム区では214時間 (9日 ), 4℃以下の累計時間は

前者の 247時間 (9日 )に対し,わずかに69時間 (3日 )であ

った。試験 2では10月 18日 より戸外に出したが,前年より

全般に温度が低く,半旬別の平均気温は 10月 6半旬から8

℃以下となり,12月 は5℃以下であった。また最低気温が

0℃以下の出現日数は22日 であった。

2 抽苔,開花の促進
試験 1の播種から抽苔または開花までの日数を表 1に示

した。これによると, ミチノクナタネ,To7erな ど春播性

程度が高い品種群は,抽苔,開花までの日数が最も短 く,

トワダナタネ,Quint aな ど秋播性程度が高い品種群で長

く,Ma rcu8,windalは低温 B区で抽苔,開花がみられた。

次に自然低温処理期間について, ミチノクナタネ,ダイ

リュウナタネでは,処理期間が長い低温 B区で,抽 苔,開

花までの日数が長くなった。これらの品種は春播性程度が

高いため,処理期間が短い低温 Aで も,春化が十分に行わ

れたが,低温 B区では11月 後半から気温が低下し,却って

抑制的に働いたものと思われる。その他の品種は,自然低

温処理期間が長い低温 B区で ,抽苔・開花が促進され,特

に秋播性程度が高い品種ほど,促進効果が大であった。従

って低温A区で抽苔,開花がみられなかった品種群は,秋

播性程度が高いため,供試した低温条件では春化が十分に

行われなかったものと思われた。

長日照明による抽苔,開花の促進について,戸苅 ら2)は

その効果が少ないとしているが,百足1)は 500ιx以上の高

照度で効果があることを報告した。本試験でも低温 A区

(長日照明 )と標準区 (無照明 )と の比較から,長 日照明

による抽苔,開花の促進効果が認められた。

3 開花の調節
温室搬入から抽苔までの期間は,表 2に示すとおり,早

いものは 13～ 17日 ,次いで 23～ 27日 ,31～ 33日 ,52～ 55

日の 4群に大別された。このうち抽苔が最も早い品種群は

12月 30日 ,1月 1日及び 1月 3日 から1月 17日 まで 14～

19日 間,次 に早い品種群は 1月 10日 より
'日
間,準備室に

入れて生育を抑制し,1月 17日 に再び温室に移したところ,

これらの品種は温室搬入後 40日内外で開花し,1月 末に交

配を行うことができた。しかし抽苔が最も遅い(52～ 55日 )

品種は,開花までに 2月以上を要した。このような品種に
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ついては,さ らに長期の春化処理が必要である。

表 1 自然低温処理の長短と温室における
長日照明による抽薔,開花の促進

品  種 名

播種から抽苔
までの 日数

播 種 か ら
開花迄の日数

標
準
区

低
温
Ａ

低
温
Ｂ

標
準
区

低
温
Ａ

低
温
Ｂ

1ミ チ ノクナタネ

2 ダイリュウナタネ

3 Tower

4ム ラサキナタネ

5コ ガ ネ ナ タ ネ

6イ ス ズ ナ タ ネ

7オ オ ミナ タ ネ

8ア サ ヒ ナ タネ

9 タイセツナタネ

10東  北  72 号
11ム ッ ナ タ ネ

12青 森 1号

13東  北 73 号

14 Err8

15 Quint8

16 R3POr3

17ト ワ ダ ナ タネ

18 M3=Cu8

19 ALe13

20 310■ o

21 Vertis

22 Viv3

23 WIndal

82
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,3

111

111

107

96

126

138

135

138

154

163

127

180

171

161

未

未

未

未

未

未

83

85

85

96

93

96

90

115

127

126

138

125

144

161

164

176

173

199

未

未

未

未

未

・

‐００

‐‐８

二

一

一

１１７

‐３４

‐‐８

‐‐５

‐６２

・
　

・

・

・

‐００

92

91

93

93

93

98

105

124

125

117

110

144

166

154

154

169

192

173

190

187

180

未

未

未

未

未

未

95

97

97

107

105

107

102

128

161

153

161

148

167

195

176

201

198

未

未

未

未

未

未

‐０３

‐０２

‐００

‐０５

・

・

・

‐‐‐

‐２７

二

一

一

‐３２

‐４８

‐３３

‐２９

‐８５

未

未

未

未

”

表中の未は未抽苔,未開花を示す

表中の―は供試しない品種を示す

表 2 温室を利用した抽苔促進並びに抽苔期の
低温処理による生育抑制と開花期の調節

4摘

冬期間に温室を利用して交配を実施するため,晩秋また

は初冬まで戸外において自然低温に合わせ,その期間の長

短と,温室における長日照明による抽苔 開花の足進 ,並
びに抽苔期の低温処理によって生育を抑制し,開花期の調

節を行った。その結果 ,

1 温室搬入前に自然低温処理期間が長い低温 3区は,
抽苔・開花が促進され,特に秋播性程度が高い品種ほど,

促進効果が大であつた。

2 抽苔が最 も早い品種群と,次いで早い品種群は,抽
苔後に低温条件下で生育を抑制し,抽苔がやや遅い品種群

と,開花期をはば揃えることができた。しかし抽苔がさら

に運い品種群は,前記の品種群より20～ 30日 も遅れて開

花した。このような品種については,さ らに長期の春化処

理が必要である。
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